
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

1W − 02 日本理科教育学会 （2006）

中・高等学校 にお けるマ イクロ ス ケ
ー

ル 実験 の 実践 例

　　 一 マ イクロ ス ケール 実験の 普及に 向けて
一

　　　　 ○芝原 寛泰 ，　 坂東 舞
A
，　 川本 公二

B

OSHIBAHARA 　Hiroyasu，BANDO 　Mai，　KAWAMOTO 　Koji

　京都教育大 学 ， 京都教育大学大学院生
A
，京都府立桃 山高等学校

B

【キーワー
ド】 マ イクロ ス ケ

ー
ル 実験 ，中学校理科，高校化学

　　　　　　　　1．はじめに

　 グ リ
ー

ン ケ ミス トリ
ー

は ，
「人体と環境 にた

い す る影響 を常 に考 えた化学」 で あ り 「環境
にや さ し い 化学」 とも言え ます。 また，最近

は Sustainable　Chemig．　try す なわ ち 「社会の 発

展 が持続 可能 な化学」 の 考 え方 も反映 させ ，G
SC （グ リ

ー
ン ・サ ス テイナ ブ ル ケ ミス トリ

ー）

とも呼ばれ て る 。 こ の GSC の 考え を化学教育

実験 に反 映 させ るた め，マ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験
D

が 注 目されて い る。マ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験
の 特徴と して ，1 ）試薬 と経費 の 節減 ，2 ）実

験廃棄物 の 少 量化 ， 3 ）試薬が少 量 で 危険が少

な く事故 防止 に役 立 っ
， 4 ）実験時間 の 短縮，

5 ）個入実験 が可能 で 達成感が得 られ る ， 6 ）

通常 の 教室で も実施が 可能　が あげ られ る 。マ

イ ク ロ ス ケー
ル に よる教材実験 の 紹介 と実演，

授 業実践 を行 っ た例 を示 す 。

　　　　2 ．マ イクロ ス ケー
ル 実験の 例

1 ） 中学校理科分 野

　 「水の 電気分解亅
2 ）

，
「爆鳴気」

2 ＞
，

「燃料電池

の 原 理 」
3 ＞

，
「中和反応 」

4 ）
につ い て紹介する。

2 ） 高校 化学分野

　「紫キャ ベ ツ の 色素とpH 」
5 ＞

，「鉛蓄電池の 充・

放電と電気分解」
5 ），「金属陽イオ ン の 定性分析と

未知試料分析 」
6 ）

につ い て 紹介する。

　今 回紹介するマ イクロ ス ケ
ー

ル 化した教材 実験

は ，い ず れも学校現場 で の 授 業実践 をふ まえて

改 良を行い ，生 徒実験 として 実施 可能で あること

を確か めて い る。 また，授業時 に配布するプ リン ト

も作成 し，安全 面だけでなく教育的効果を配慮 し

た授 業展開が 可能となて い る。

　　　　　　　 3 ．実験内容
水の 電 気分解は ，中学校理 科 の 代表 的な実験

で あるが ，
マ イクロ ス ケール 化 した水の 電気 分解

実験装置 により， 気体発 生量 を定量的に捉 える個

別の 生徒実験を可能 にした 。 発展 的な 学習 として

電気 分解 の 逆反応 として 燃料電池の 実験も連続

的 に行うこ とが で きる 。 また ， 電源 として 携帯電 話

用充電器 ， もしくは パ ソコ ン 用 USB ケ ーブ ル を利

用した 。

　 高校化学におい て は、マ イクロ ス ケ
ー

ル 実験に

より， 鉛蓄電池 に pH や電気 分解 が複 合して い る

複雑な学 習内容 を 、 各 自が簡単な実験をとお して

理 解できることが確 認 できた 。
「金属陽イオ ン の 定

性 分析 」で は約 50 種の 沈殿反応を
一

っ の セ ル

プ レ
ー

ト上 で確認す る こ と で き，さらに未知試

料 の 簡単 な分離確認 実験 に よ っ て発 展 的 な展

開が 可能で ある。

　 図 1 〜 4 に水 の 電気分解，燃料電池，USB

を用 い た電源 装置 ， お よび鉛蓄電池の 充 ・放電

と電気分解 の 様子 を示す。

醐

　 図 1 電気分解 　 　 　 　 　 　 　図2 燃 料電池

　 　 　 　 　 　 　 透析チ ューブに　 為　恥

　　　　　　　　 繍

図3USB 電源装置

躑

齲驫灘 た 翻蟆鵜獵驪 齲 電池

図4 鉛蓄 電池 の 充・放電 と電気分解
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